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「おやじの会」の活動を支援

　平成30年１月からの大河ドラマ「西郷どん」放送にあ
わせ、協議会を設置し、大河ドラマ館の設置運営、広報
宣伝などを行うことにより、本市の観光振興を図ります。

  来年１月から「もやせないごみ」に含まれる金属類・電化製
品類を分別収集し、資源化を行います（秋ごろから町内会単位で
説明会を実施予定）。

■対象品目　①鍋・フライパン・やかん・
　　　　　　　食べ物や飲み物以外の缶
　　　　　　　などの金属類
　　　　　　②扇風機・炊飯器・アイロ
　　　　　　　ン・ドライヤーなどの電
　　　　　　　化製品類

平成29年12月まで 平成30年１月から

　月２回水曜日の
「もやせないごみ」へ

　月１回水曜日の
「金属類・電化製品類」へ

  「おやじの会」の活動を充実させるため、研修会を実施するほか、その活動に
対して助成することで、児童生徒の健全育成を目指します。

　ドラマを機に鹿児島をますます元気に

　来年はいよいよ明治維新から150
年です。西郷隆盛や大久保利通が生
まれ育ち、多くの偉人を輩出した
加治屋町に大河ドラマ館を設置し、
ドラマの登場人物や歴史背景の紹
介、撮影セットの再現、ドラマで
使用された衣装などを展示予定で
す。大河ドラマの魅力を知ってい
ただき、西郷さんを身近に感じる
ことができる施設となるよう頑張
りますので、皆さん楽しみにして
いてくださいね♪

　ごみの削減と埋立処分場の延命化に

  「もやせないごみ」は、現在、すべて犬迫町の横井埋立
処分場に埋め立てています。その量は平成27年度で5676
トンでした。このうち、金属類と電化製品は約４割を占
め、資源化すると、およそ2100トンの
ごみを削減できるんです。ま
た「もやせないごみ」が減る
と、埋立処分場を長く使える
ようになります。市民の皆さ
んのご協力をよろしくお願い
します。

　元気な学校づくりのためにご活用を

　おやじの会の皆さんは、子どもたちのた
めに熱い思いを持った保護者の方々ばか
りで、学校を応援していただいています。
この事業を通して、活動がさらに充実し、
新しい団体の結成につながるきっかけに
なればうれしいですね。たくさんの申請を
お待ちしています！

■施設概要
◇設置場所　市立病院跡地（加治屋町20-17）
◇開館時期　平成30年１月～31年１月（予定）

■研修会の実施（年２回）
◇５月…運営に関する研修
◇７月…実技指導（仲間づくり
　 活動、木工作品づくりなどの
創作活動）に関する研修

■活動費の補助
◇対象活動　 キャンプや門松づ

くりなど、学校と
連携した親子体験
活動

◇補助額　活動費の半額（１団
　　　　　体年間5万円が上限）

大河ドラマ館とは？
毎年の大河ドラマのご当地や
ゆかりの地に設置する展示館
のことです。

「金属類・電化製品類」に分別した後は、
どう資源化されるの？
どちらも合わせて破砕・選別
し、鉄建材料や金属製品に生
まれ変わります。

おやじの会とは？
保護者や地域住民などで構成され、学校や家庭ではでき
ない親子体験活動を行う団体のことです。市内小学校78
校のうち、おやじの会やそれに類する団体があるのは64
校。中学校は39校のうち15校（平成28年11月時点）。

大河ドラマ「篤姫」の放送にあわせ、平成20年１月～翌年３月まで設
置した篤姫館。約67万人が来館し、大きな経済効果がありました。

※もやせないごみの収集日は
　月１回になります

ごみゲンジャー鉄建材料

観光プロモーション課　末吉主査

資源政策課　西主事

生涯学習課　牧之瀬指導主事

　
平
成
29
年
度
予
算
で
、
皆
さ
ん
の
生
活
に
影
響
が

大
き
い
も
の
や
鹿
児
島
を
も
っ
と
元
気
に
す
る
事
業

を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
紹
介
し
ま
す
。

平
成
29
年
度
予
算
か
ら
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

輝
か
し
い
未
来
へ

大河ドラマ館を設置 もやせないごみの分別方法を変更
ワン

大河ドラマ「西
せ ご

郷どん」プロジェクト推進事業負担金
（１億3,900万円）

もやせないごみ資源化事業 （741万９千円）

おやじの会活動支援事業（408万円）

【明治維新150年・西郷どん推進室☎803-8671D216-1320】 【資源政策課☎216-1290D216-1292】

【生涯学習課☎813-0851D813-0937】

鹿児島市での
設置は「篤姫」
以来10年ぶり
でごわす！

楽しみじゃっどー

８面「ごみマイナス100ｇへ
の道」もご覧ください

捨てればごみ
分ければ資源
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０
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■
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４
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８
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０
０
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・
７
１
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７

さっそく連携開始♪

【
こ
ど
も
政
策
課
☎
216
・
１
５
１
４

　

 　

D
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・
７
６
２
８
】

　たくさんの方々にご協力をいただ
き、また男子校ならではの力強さや情
熱を感じ、一生記憶に残る素晴らしい
式となりました。学生からの手紙に感
動し、プロデュースをお願いして本当
に良かったと涙が溢れました。　　　

 式を挙げたカップル
 新郎　末吉 正和さん
 新婦　 　　早苗さん

将
来
を
見
据
え
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
最
適
化
の
推
進

ひ
と
・
ま
ち
・
く
ら
し　
魅
力
あ
ふ
れ
る　
か
ご
し
ま
都
市
圏

図
書
館
の
広
域
利
用

大学との連携による市民のひ
ろばの発行ふるさと納税カタログ


